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1. 小児緩和ケアチーム 倫理コンサルテーション：2015年〜
・事前リストアップ患者のうち倫理的課題を擁するケースについて議論（0~1件
/週 程度）
・リスト外の患者で倫理的議論を要するケースについて依頼を受け議論（0~1件
/月 程度）

2. 臨床倫理コンサルテーション（病院全体システム）：2019年
〜

1. 小児緩和ケアチームの内システムとして活動する事による柔
軟性・機動性・実践性
・議論：当該患者・家族に直接関わらない第三者視点の即導入が可能、非がん
にも対応
・実践：議論の上、ケースに則し、選ばれたチームメンバーが主治医団をサ
ポートする
・追跡：毎週定例開催のため、経過を追いやすい、緊急介入にも対応（その際

には、倫理コンサルテーション世話人が当事者以外の複数メンバーを選出）

2. 病院組織全体の取組みとの関係：倫理コンサルテーション活
動の立ち位置・責任の所在の明確化
・臨床倫理委員会規程改正・倫理コンサルテーションチーム内規新規制定
・必要時臨床倫理委員会に付議、それ以外は事後報告
・ケースごとに既定の候補者名簿（各診療科から複数名を選定済み）からメン

バーを加えて議論を行う

・議論の第三者性・透明性を担保する小児緩和ケアチームにおける倫理
コンサルテーションシステム（特に緊急介入用のシステム）が稼働
・定例開催の既存のチームが場になることで実践性・継続性も担保
・病院機能評価への対応を契機に病院全体のシステムへ：領域横断的に
動ける倫理及びシーシャルワーク専門家との協働によりシステム拡大、
安全管理部門とも連携
・活動の立ち位置・責任の所在の明確化、窓口の明示等による周知化
・コンサルテーションに載せずとも多職種による議論の土壌醸成の兆し

・外部からの個別ケースの依頼は受けていない
・一般論の範囲における助言は行なっている

臨床倫理コンサルテーション
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施設認定
病院機能評価３rdG：Ver.2.0 、JMIP、がん拠

点病院等

病床数 1267床（令和3年４月１日現在）

医師数 538人（令和3年4月１日現在）

看護師数 1449人（非常勤も含む令和3年４月１日現在）

チームのメンバーにはいない

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任（候補者名簿に掲載の各診療科の医師の総数

＋小児緩和ケアチーム倫理コンサル担当世話人）
約75 人

非常勤 1 人

臨床倫理認定士修了者 1 人

CBEL修了者 人

チームのメンバーにはいない

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任
（適宜参加）

1～2
人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

チームのメンバーにはいない

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 1 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 1 人

CBEL修了者 人

チームのメンバーにはいない ◯

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任（小児緩和ケアチームの心理担当メンバー）
（適宜参加）

２
人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

チームのメンバーにはいない 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 １～3 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

施設概要

任意記載項目

医師

看護師

MSW

臨床心理士

事務



チームのメンバーにはいない 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任：特任教員/ 学術研究員 1 人

非常勤 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

コンサルテーション窓口 あり

依頼件数

2015〜2018年：小児緩和ケアチームへの倫理コンサルテー
ションとしての介入依頼A＋小児緩和ケアチームの定例会
（1/w）内でのコンサルテーションB
2019年〜：病院全体システムへの依頼C＋小児緩和ケア
チーム内D

非開示 件

公開事例検討会開催 0 件

小児 ◯ 件

成人 ◯ 件

がん（HIV含む） ◯ 件

非がん ◯ 件

積極的治療・侵襲的検査 ◯ 件

生命維持の差し控え／中止 ◯ 件

症状コントロール（せん妄／鎮静） ◯ 件

苦痛緩和のための鎮静 ◯ 件

医療資源の分配 ◯ 件

療養場所の選択 ◯ 件

その他（親権者が子どもの治療に同意しない場
合等）

◯ 件

院内職員研修 1 件

地域合同カンファレンス 件

地域派遣

備考 外部見学受け入れ

教育活動

依頼内容（該当ありに◯）

区分（該当ありに◯）

チーム実績

その他
（Ex：薬剤師，PT，栄養
士）

外部コンサルタント


